
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 

(資料)米国労働省資料より作成 。 

 米国では、物価上昇圧力の減退が明確化している。総合的な物価は、原油な

どエネルギー価格が安定的に推移していることを受け、川上部分（生産者物価）

は前年同期比でほぼ０％、川下部分（消費者物価）でも３％近傍まで上昇幅が

縮小してきている。また、変動の大きなエネルギーと食料品の影響を取り除き、

物価の基調をあらわすコアについても、川上部分については２％台半ばまで上

昇幅が縮小してきており、現在は高止まりの状況となっている川下部分が将来

的に低下していくことを示唆している。 
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